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①
【
彼
は
、
談
話
の
途
中
で
よ
く
拘
泥
つ
た
。
さ
う
し
て
も
し
事
情
が
許
す
な
ら
ば
、
何
処
迄
も
話
の
根
を
掘
ぢ
つ
て
、
相
手
の
本
意
を

　突
き
留
め
や
う
と
し
た
。
遠
慮
の
た
め
に
其
所
迄
行
け
な
い
時
は
、
黙
つ
て
相
手
の
顔
色
丈
を
注
視
し
た
。
其
時
の
彼
の
眼
に
は
必
然

　
の
結

果と
し
て
何
時
で
も
軽
い
疑
ひ
の
雲
が
か
・
つ
た
。
そ
れ
が
臆
病
に
も
見
え
た
。
注
意
深
く
も
見
え
た
。
又
は
自
衛
的
に
慢
ぶ
る
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神
経
の
光を
放
つ
か
の
如
く
に
も
見
え
た
。
最
後
に
、
「
思
慮
に
充
ち
た
不
安
」
と
で
も
形
容
し
て
然
る
べ
き
一
種
の
匂
も
帯
び
て
ゐ
た
。
】

　H
、
①
、
第
百
二
十
四
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。
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く

此
場を
何
う
切
り
抜
け
た
ら
可
い
か
知
ら
と
い
ふ
思
慮
の
悩
乱
で
も
あ
つ
た
。
お
延
は
此
一
瞥
を
お
秀
に
与
へ
た
瞬
間
に
、
も
う
今



日
の
自
分
を
相
手
に
握
ら
れ
た
と
い
ふ
気
が
し
た
。
〉

　②
、
第
百
四
十
四
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
〈
彼
女は
何
故
だ
か
病
院
へ
行
く
に
堪
へ
な
い
や
う
な
気
が
し
た
。
此
様
子
で
は
行
つ
た
所
で
、
役
に
立
た
な
い
と
い
ふ
思
慮
が
不
意

に

彼
女
に

働ら
き
掛
け
た
。

　

「夫
の

性
質
では
、
と
て
も
卒
直
に
こ
の
手
紙
の
意
味
さ
へ
説
明
し
て
は
呉
れ
ま
い
」
〉

　③
、
第
百
四
十
七
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
〈
彼
女
は

前後
の
関
係
か
ら
、
思
慮
分
別
の
許
す
限
り
、
全
身
を
挙
げ
て
其
所
へ
拘
泥
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
れ
が
彼
女
の

自
然
で
あ
つ
た
。
〉

　⇔
、
「
思
慮
に
充
ち
た
不
安
」
と
い
う
表
現
の
、
云
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
大
事
で
あ
る
。
近
代
の
「
自
意
識
」
の
孕
む
「
重
さ
」
、
　
　
　
4
9

「自
閉
性
」
、
そ
し
て
そ
の
「
始
末
の
悪
さ
」
を
、
具
体
の
「
場
」
に
云
う
、
表
現
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　①
、
北
山
正
迫
の
、
〈
漱
石
「
私
の
個
人
主
義
」
に
つ
い
て
ー
ー
　
『
明
暗
』
の
結
末
の
方
向
l
V
（
『
文
学
』
第
4
5
巻
第
1
2
号
、
岩

波
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
年
）
十
二
月
）
に
、
次
の
見
解
が
、
あ
る
。

　〈
漱
石
が
『
三
四
郎
』
の
頃
言
っ
て
い
た
と
い
う
無
意
識
の
偽
善
は
近
代
の
自
我
、
自
意
識
の
本
質
的
な
性
格
で
あ
る
が
、
内
も
外
も

な

い自
覚
と
い
う
こ
と
は
、
愛
に
つ
い
て
は
絶
対
の
愛
、
愛
の
成
就
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
無
意
識
の
偽
善
と
い
う
自
意
識
の
持
つ
本

質
的な
不
安
を
、
漱
石
は
『
明
暗
』
で
は
「
思
慮
に
充
ち
た
不
安
（
十
一
）
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
勿
論
そ
れ
は
『
彼
岸
過
迄
（
明

4
5
・
1
・
2
－
4
・
2
9
）
』
の
「
恐
れ
る
男
」
と
別
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。
（
勺
゜
一
q
∋
）
〉

　②
、
津
田
の
、
こ
の
「
思
慮
に
充
ち
た
不
安
」
は
、
清
子
の
、
「
た
～
微
笑
し
た
丈
で
あ
つ
た
。
其
微
笑
に
は
辮
解
が
な
か
つ
た
。
」
（
第

百
八
十
四章
）
と
、
明
ら
か
に
「
対
称
」
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
「
辮
解
の
な
い
微
笑
」
は
、
「
思
慮
に
充
ち
た
不
安
」
の
ア
ン
ト
ニ
ム
（
対



義
語
）
で
あ
る
。

　
北山
正
迫
の
、
〈
漱
石
と
『
明
暗
』
〉
（
『
文
学
』
第
3
4
巻
第
2
号
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
年
）
二
月
）
に
、
次
の
見

解
が
、
あ
る
。

　〈
『
明
暗
』
に
於
け
る
諸
人
物
の
葛
藤
は
「
弁
解
の
な
い
微
笑
」
を
見
せ
る
清
子
を
突
然
理
由
も
な
く
失
っ
た
「
思
慮
に
充
ち
た
不
安
」

であ
る
津
田
に
中
心
が
お
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
自
己
の
実
在
性
の
喪
失
に
気
づ
い
た
自
我
の
設
定
で
あ
ろ
う
。
津
田
は
そ
の
故
に
清
子

と
相
会
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
然
性
を
自
己
自
身
の
う
ち
に
も
っ
て
い
る
。
憶
測
が
許
さ
れ
れ
ば
併
し
そ
の
間
に
恋
愛
は
成
立
し
得
な
い
。
寧

ろ
そ
の
出
会
い
を
通
し
て
お
延
と
の
紐
帯
が
深
ま
り
、
両
者
の
自
己
変
容
が
そ
れ
に
伴
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
清
子
の
本
質
が
崩
壊
す
る
で

あ
ろ
う
。
自
己
の
自
由
性
を
、
考
え
る
と
い
う
こ
と
に
見
出
し
、
絶
え
ず
真
実
の
連
帯
を
希
求
し
て
い
る
近
代
的
自
我
の
も
つ
、
本
質
的

な
そ
の
宿
命
へ
の
鋭
い
査
察
が
こ
こ
に
は
あ
る
の
で
あ
る
。
漱
石
は
こ
こ
で
は
「
有
る
」
と
い
う
こ
と
へ
の
問
も
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
　
　
　
一

が
、
自
我
に
於
け
る
自
由
性
へ
の
希
求
も
連
帯
性
へ
の
希
求
も
「
有
る
」
と
い
う
こ
と
へ
の
希
求
の
変
形
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
思
慮
に
充
ち
　
　
　
5
0

た

不安
」
で
あ
る
津
田
の
自
我
の
追
求
は
自
ら
そ
の
問
題
を
明
る
み
に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
（
勺
゜
o
。
一
）
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

②
【細
君
は

津田
を
前
に
置
い
て
お
延
の
様
子
を
形
容
す
る
言
葉
を
思
案
す
る
ら
し
か
つ
た
。
津
田
は
多
少
の
好
奇
心
を
も
つ
て
、
そ
れ

　を
待
ち
受
け
た
。

　
　

「ま
あ
老
成
よ
。
本
当
に
怜
倒
な
方
ね
、
あ
ん
な
怜
銅
な
方
は
滅
多
に
見
た
事
が
な
い
。
大
事
に
し
て
御
上
げ
な
さ
い
よ
」
】

　回
、
第
百
四
十
二
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
∧
夫
人は
、
　
　
（
中
　
略
）
　
教
へ
る
や
う
に
津
田
に
云
つ
た
。

　

「あ
の
方
は
少
し
己
惚
れ
過
ぎ
て
る
所
が
あ
る
の
よ
。
そ
れ
か
ら
内
側
と
外
側
が
ま
だ
一
致
し
な
い
の
ね
。
上
部
は
大
変
丁
寧
で
、
お

腹
の中
は
確
か
り
し
過
ぎ
る
位
確
か
り
し
て
ゐ
る
ん
だ
か
ら
。
そ
れ
に
利
巧
だ
か
ら
外
へ
は
出
さ
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
れ
で
中
々
慢
気
が



多
い
の
よ
。
だ
か
ら
そ
ん
な
も
の
を
皆
ん
な
取
つ
ち
ま
は
な
く
つ
ち
や
…
…
」
V

第　
十
　
二
　
章

同
U
巴
大
正
五
年
二
九
ニ
ハ
年
）
六
月
六
日
・
「
東
京
朝
日
新
聞
」

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五
年

二
九
一
六
年
）
六
月
五
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」

①
【
彼
は
あ
る
意
味
に
於
て
、
此
細
君
か
ら
子
供
扱
ひ
に
さ
れ
る
の
を
好
い
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
子
供
扱
ひ
に
さ
れ
る
た
め
に
二
人
の
間
に

　
起
る
一
種
の
親
し
み
を
自
分
が
握
る
事
が
出
来
た
か
ら
で
あ
る
。
　
（
中
略
）
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　同
時
に
彼
は
吉
川
の
細
君
な
ど
が
何
う
し
て
も
子
供
扱
ひ
に
す
る
事
の
出
来
な
い
自
己
を
裕
に
有
つ
て
ゐ
た
。
彼
は
其
自
己
を
わ
ざ

　と
押
し
藏
し
て
細
君
の
前
に
立
つ
用
意
を
忘
れ
な
か
つ
た
。
】

　H
、
第
百
十
七
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。
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〈

彼
女は
、
飽
く
迄
素
直
に
、
飽
く
迄
閑
雅
な
態
度
を
、
絶
え
ず
彼
の
前
に
示
す
事
を
忘
れ
な
い
と
共
に
、
何
う
し
て
も
亦
彼
の
自
由

　　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　

に
な
ら
な
い
点
を
、
同
様
な
程
度
で
ち
や
ん
と
有
つ
て
ゐ
た
。
〉

　

「
子
供
扱
ひ
に

す
る
事
の
出
来
な
い
自
己
」
、
「
何
う
し
て
も
亦
彼
の
自
由
に
な
ら
な
い
点
」
も
、
津
田
と
お
延
は
、
共
有
し
て
い
る
。

一
5
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む
　
　
　
　
　
　
む

②
【
医
者
の
専
門
が
、
自
分
の
病
気
以
外
の
或
方
面
に
属
す
る
の
で
、
婦
人
な
ど
は
あ
ま
り
其
所
へ
近
付
か
な
い
方
が
可
い
と
云
は
う
と

　し
た
津
田
は
、
少
し
口
籠
つ
て
躊
躇
し
た
。
】

　回
、
①
、
第
二
十
九
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
〈

小林
は
追
ひ
掛
け
て
、
其
病
院
の
あ
る
所
だ
の
、
医
者
の
名
だ
の
を
、
左
も
自
分
に
必
要
な
知
識
ら
し
く
訊
い
た
。
医
者
の
名
が
自

分と
同
じ
小
林
な
の
で
「
は
あ
そ
れ
ぢ
や
あ
の
堀
さ
ん
の
」
と
云
つ
た
が
急
に
黙
つ
て
し
ま
つ
た
。
堀
と
い
ふ
の
は
津
田
の
妹
婿
の
姓
で

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む

あ
つ
た
。
彼
が
あ
る
特
殊
な
病
気
の
た
め
に
、
つ
い
近
所
に
ゐ
る
其
医
者
の
許
へ
通
つ
た
の
を
小
林
は
よ
く
知
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
〉

　②
、
第
十
七
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　〈
彼
が
去
年
の
暮
以
来
此
医
者
の
家
で
思
ひ
掛
な
く
会
つ
た
二
人
の
男
の
事
を
考
へ
た
。

　其
一
人
は
事
実
彼
の
妹
婿
に
外
な
ら
な
か
つ
た
。
此
暗
い
室
の
中
で
突
然
彼
の
姿
を
認
め
た
時
、
津
田
は
吃
驚
し
た
。
そ
ん
な
事
に
対
　
　
　
一

し
て
比
較
的
無
頓
着
な
相
手
も
、
津
田
の
驚
ろ
き
方
が
反
響
し
た
た
め
に
、
一
寸
挨
拶
に
窮
し
た
ら
し
か
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2

　他
の
一
人
は
友
達
で
あ
つ
た
。
是
は
津
田
が
自
分
と
同
性
質
砂
病
気
に
罹
つ
て
ゐ
る
も
の
と
思
ひ
込
ん
で
、
向
ふ
か
ら
平
気
に
声
を
掛
　
　
　
一

け
た
。
V

　③
、
第
九
十
一
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
〈
器
量
望
み

で
貰
は

れ
た

お

秀は
、
堀
の
所
へ
片
付
い
て
か
ら
始
め
て
夫
の
性
質
を
知
つ
た
。
放
蕩
の
酒
で
臓
脇
を
洗
濯
さ
れ
た
や
う

な
彼
の
趣
も
漸
く
解
す
る
事
が
出
来
た
。
〉

　⇔
、
十
川
信
介
の
、
〈
注
解
V
（
『
漱
石
全
集
』
第
1
1
巻
、
岩
波
書
店
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
十
一
月
）
に
、
次
の
注
解
が
、
あ
る
。

　
∧医
者
の
専
門
が
…
…
或
方
面
に
属
す
る
　
「
十
七
」
に
、
彼
等
（
患
者
）
は
「
寧
ろ
華
や
か
に
彩
ら
れ
た
そ
の
過
去
の
断
片
の
た
め
に
、

急
に

黒
い

影を
投
げ
か
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
、
「
或
方
面
」
は
梅
毒
な
ど
の
性
病
を
指
し
て
い
る
。
当
時
の
開



業
医は
次
第
に
専
門
的
に
分
化
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
「
皮
膚
梅
毒
科
」
と
「
肛
門
科
」
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
兼
業
で
あ
っ
た
（
『
読
売
新

聞
』
大
正
四
年
十
一
月
二
十
七
日
）
。
新
聞
や
雑
誌
に
は
痔
疾
の
治
療
を
行
な
う
皮
膚
病
・
性
病
専
門
医
の
広
告
が
頻
出
す
る
。
（
勺
゜
Φ
u
⊃
g
∋
）
〉

　
津
田が
、
入
院
手
術
す
る
こ
と
に
な
る
、
「
小
林
医
院
」
は
、
「
性
病
」
を
専
門
と
す
る
、
医
院
で
あ
る
。

　

「暗
い
控
室
の
中
で
、
静
か
に
自
分
の
順
番
の
来
る
の
を
待
」
つ
、
「
此
陰
気
な
一
群
の
人
々
」
（
第
十
七
章
）
と
い
う
待
合
風
景
の
描
写

に
、
「
性
病
院
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
3

同
回
杢
五
年
（
三
六
年
）
六
月
合
・
「
東
京
朝
日
新
聞
」
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五年
二
九
一
六
年
）
六
月
六
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

①
【彼は
広
い
通
り
へ
来
て
其
所
か
ら
電
車
へ
乗
つ
た
。
堀
端
を
沿
ふ
て
走
る
其
電
車
の
窓
硝
子
の
外
に
は
、
黒
い
水
と
黒
い
土
手
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　そ
れ
か
ら
其
土
手
の
上
に
幡
ま
る
黒
い
松
の
木
が
見
え
る
丈
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
　
車内
の
片
隅
に
席
を
取
つ
た
彼
は
、
窓
を
透
し
て
此
さ
む
ざ
む
し
い
秋
の
夜
の
景
色
に
一
寸
眼
を
注
い
だ
後
、
す
ぐ
又
外
の
事
を
考

　
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
彼
は
面
倒
に
な
つ
て
昨
タ
は
其
儘
に
し
て
置
い
た
金
の
工
面
を
何
う
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
位
地
に



　あ
つ
た
。
彼
は
す
ぐ
又
吉
川
の
細
君
の
事
を
思
ひ
出
し
た
。
】

　回
、
津
田
は
、
「
秋
の
夜
の
景
色
に
一
寸
眼
を
注
い
だ
」
だ
け
で
、
「
黒
い
水
」
と
、
「
黒
い
松
の
木
」
は
、
今
回
は
、
津
田
の
「
意
識
」

を
掠
め
な
い
。

　⇔
、
「
黒
い
水
」
と
、
「
黒
い
松
の
木
」
と
い
う
、
同
じ
「
秋
の
夜
の
景
色
」
の
中
を
、
津
田
を
乗
せ
た
馬
車
が
、
の
ち
に
（
最
終
回
近
く

第
百
七十
二
章
で
）
、
進
む
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
百
七十
二
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　〈
一
方
に
は
空
を
凌
ぐ
ほ
ど
の
高
い
樹
が
聾
え
て
ゐ
た
。
星
月
夜
の
光
に
映
る
物
凄
い
影
か
ら
判
断
す
る
と
古
松
ら
し
い
其
木
と
、
突

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

然
一
方
に
聞
こ
え
出
し
た
奔
端
の
音
と
が
、
久
し
く
都
会
の
中
を
出
な
か
つ
た
津
田
の
心
に
不
時
の
一
転
化
を
与
へ
た
。
彼
は
忘
れ
た
記

憶を
思
ひ
出
し
た
時
の
や
う
な
気
分
に
な
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

「あ
〉
世
の
中
に
は
、
斯
ん
な
も
の
が
存
在
し
て
ゐ
た
の
だ
つ
け
、
何
う
し
て
今
迄
そ
れ
を
忘
れ
て
ゐ
た
の
だ
ろ
う
」
　
　
　
　
　
　
　
　
5
4

　不
幸
に
し
て
此
述
懐
ぱ
孤
立
の
儘
滑
滅
ヂ
ぴ
事
を
許
ポ
か
な
か
つ
た
。
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
今回
は
、
「
此
述
懐
は
孤
立
の
儘
消
滅
す
る
事
」
は
な
く
、
津
田
の
「
意
識
」
の
内
側
に
浸
透
す
る
。
物
語
の
第
二
部
、
旅
に
出
て
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
り

の

津
田

に
は
、
明
ら
か
に
「
意
識
」
の
変
化
が
訪
れ
よ
う
と
す
る
、
「
件
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む

②
【
電
車
を
下
り
て
橋
を
渡
る
時
、
彼
は
暗
い
欄
干
の
下
に
鱒
鋸
ま
る
乞
食
を
見
た
。
其
乞
食
は
動
く
黒
い
影
の
様
に
彼
の
前
に
頭
を
下

　
げた
。
彼
は
身
に
薄
い
外
套
を
着
け
て
ゐ
た
。
季
節
か
ら
い
ふ
と
寧
ろ
早
過
ぎ
る
瓦
斯
媛
炉
の
温
か
い
談
を
も
う
見
て
来
た
。
け
れ
ど

　も
乞
食
と
彼
と
の
懸
隔
は
今
の
彼
の
眼
中
に
は
殆
ん
ど
入
る
余
地
が
な
か
つ
た
。
彼
は
窮
し
た
人
の
や
う
に
感
じ
た
。
父
が
例
月
の
通

　り
金
を
送
つ
て
呉
れ
な
い
の
が
不
都
合
に
思
は
れ
た
。
】

　H
、
①
、
第
二
十
七
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。



　〈
「
由
雄
さ
ん
は
一
体
贅
沢
過
ぎ
る
よ
」

　
　
学
校を
卒
業
し
て
か
ら
以
来
の
津
田
は
叔
母
に
始
終
斯
う
云
は
れ
付
け
て
ゐ
た
。
　
　
　
（
中
略
）

　

「え
〉
少
し
贅
沢
で
す
」

　
「
服
装
や

食物
ば
か
り
ぢ
や
な
い
の
よ
。
心
が
派
出
で
贅
沢
に
出
来
上
つ
て
る
ん
だ
か
ら
困
る
つ
て
い
ふ
の
よ
。
始
終
御
馳
走
は
な
い

か
く
つ
て
、
き
よ
ろ
く
其
所
い
ら
を
見
廻
し
て
る
人
見
た
様
で
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

　

「ぢ
や
贅
沢
所
か
丸
で
乞
食
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
」

　
　
む
　
　
　
む

　
「乞
食ぢ
や
な
い
け
れ
ど
も
、
自
然
真
面
目
さ
が
足
り
な
い
人
の
や
う
に
見
え
る
の
よ
。
人
間
は
好
い
加
減
な
所
で
落
ち
付
く
と
、
大

変見
つ
と
も
好
い
も
ん
だ
が
ね
」
〉

　②
、
第
百
七
十
四
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　

　
〈

婦
人は
温
泉
姻
の
中
に
乞
食
の
如
く
踵
鋸
る
津
田
の
裸
体
姿
を
一
目
見
る
や
否
や
、
一
旦
入
り
掛
け
た
身
体
を
す
ぐ
後
へ
引
い
た
。
＞
　
　
　
5
5

　
乞
食
は
、
寒
さ
に
震
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
対
し
、
津
田
は
、
も
う
「
薄
い
外
套
を
着
け
て
」
い
る
。
一
定
の
給
料
を
会
社
か
ら
貰
い
　
　
　
一

な
が
ら
も
、
今
月
、
父
か
ら
の
「
送
金
」
の
な
い
こ
と
を
、
津
田
は
、
「
不
都
合
」
に
思
う
。
津
田
に
は
、
「
乞
食
と
彼
と
の
懸
隔
は
今
の

彼
の
眼
中
に
は
殆
ん
ど
入
る
余
地
」
が
、
な
い
。
自
分
の
事
以
外
に
は
眼
の
行
か
な
い
、
「
自
己
中
心
的
」
な
、
津
田
の
「
有
り
様
」
が
、

「乞
食
」
と
の
対
比
に
、
鮮
明
で
あ
る
。



第
　
十
　
四
　
章

回
囲
大
正
五
年
（
一
九
ニ
ハ
年
ニ
ハ
月
九
日
・
「
東
京
朝
日
新
聞
」

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五年
二
九
一
六
年
）
六
月
八
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

①
【咄
嵯
の
場
合
津田
は
お
延
が
何
か
の
カ
で
自
分
の
帰
り
を
予
感
し
た
や
う
に
思
つ
た
。
け
れ
ど
も
其
訳
を
訊
く
気
に
は
な
ら
な
か
つ

　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む

　た
。
訳
を
訊
い
て
笑
ひ
な
が
ら
は
ぐ
ら
か
さ
れ
る
の
は
、
夫
の
敗
北
の
や
う
に
見
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
彼
は

澄ま
し
て
玄
関
か
ら
上
へ
上
が
つ
た
。
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　回
、
①
、
第
百
八
十
六
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　く
「
だ
か
ら
其
事
実
を
聴
か
せ
て
下
さ
れ
ば
可
い
ん
で
す
」

　

「
事
実は
既
に
申
し
上
げ
た
ち
や
な
い
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む

　

「そ
れ
は
事
実
の
半
分
か
、
三
分
の
一
で
す
。
僕
は
其
全
部
が
聴
き
た
い
ん
で
す
」

　

「困
る
わ
ね
。
何
と
い
つ
て
お
返
事
を
し
た
ら
可
い
ん
で
せ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　

「
訳な
い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
、
斯
う
い
ふ
理
由
が
あ
る
か
ら
、
さ
う
い
ふ
疑
ひ
を
起
し
た
ん
だ
つ
て
云
ひ
さ
へ
す
れ
ば
、
た
つ
た
一

口

で
済
んぢ
ま
う
事
で
す
」

　
今
迄困
つ
て
ゐ
た
ら
し
い
清
子
は
、
此
時
急
に
蹄
に
落
ち
た
と
い
ふ
顔
付
を
し
た
。

　

「あ
x
、
そ
れ
が
お
聴
き
に
な
り
た
い
の
」



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む

　
「
無論
で
す
。
先
刻
か
ら
そ
れ
が
伺
ひ
た
け
れ
ば
こ
そ
、
斯
う
し
て
執
濃
く
貴
女
を
煩
は
せ
て
ゐ
る
ん
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
を

貴
女
が
隠さ
う
と
な
さ
る
か
ら
ー
」
〉

　②
、
第
百
八
十
七
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
〈
津
田
は

思
ひ

切
つて
、
一
旦
捨
て
や
う
と
し
た
言
葉
を
又
取
り
上
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　

「そ
れ
で
僕
の
訊
き
た
い
の
は
で
す
ね
ー
」

　
清
子
は

顔を
上
げ
な
か
つ
た
。
津
田
は
そ
れ
で
も
構
は
ず
に
後
を
続
け
た
。

　

「昨夕
そ
ん
な
に
驚
ろ
い
た
貴
女
が
、
今
朝
は
又
何
う
し
て
そ
ん
な
に
平
気
で
ゐ
ら
れ
る
ん
で
せ
う
」

　
清
子は
傭
向
い
た
儘
答
へ
た
。
〉

　③
、
第
百
八
十
八
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
〈

津
田
は
つ
い
「
此
方
で
も
其
訳
を
訊
き
に
来
た
ん
だ
」
と
云
ひ
た
く
な
つ
た
。
然
し
何
に
も
其
所
に
頓
着
し
て
ゐ
な
い
ら
し
い
清
子
　
　
　
5
7

の

質問
は
正
直
で
あ
つ
た
。
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
津田
は
、
「
其
訳
を
訊
き
」
た
い
。
そ
の
「
訳
」
「
理
由
」
を
、
求
め
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
人
間
で
あ
る
。

　し
か
し
、
対
す
る
相
手
が
、
お
延
（
第
十
四
章
）
と
、
清
子
（
第
百
八
十
六
章
、
第
百
八
十
七
章
、
第
百
八
十
八
章
）
で
は
、
訊
く
方
の
津
田

自
身
の
側
に
も
、
こ
う
も
違
っ
た
「
態
度
」
が
、
必
然
と
さ
れ
て
し
ま
う
。

　⇔
、
北
山
正
迫
の
、
〈
漱
石
「
私
の
個
人
主
義
」
に
つ
い
て
　
ー
『
明
暗
』
の
結
末
の
方
向
　
　
〉
（
『
文
学
』
第
4
5
巻
第
1
2
号
、
岩

波
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
年
）
十
二
月
）
に
、
次
の
見
解
が
、
あ
る
。

　〈
現
在
の
『
明
暗
』
の
終
り
の
数
章
に
は
、
ど
こ
ま
で
も
理
由
を
求
め
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
男
と
、
理
由
を
外
れ
た
場
所
、
何
故
な

し
の
と
こ
ろ
か
ら
そ
れ
に
応
じ
て
い
る
女
の
対
話
と
い
う
こ
と
が
際
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
㊦
N
O
）
〉



②
【彼
が
結
婚
後家
計
膨
張
と
い
ふ
名
義
の
下
に
、
毎
月
の
不
足
を
、
京
都
に
ゐ
る
父
か
ら
填
補
し
て
貰
ふ
事
に
な
つ
た
一
面
に
は
、
盆

　
暮
の賞
与
で
、
そ
の
何
分
か
を
返
済
す
る
と
い
ふ
条
件
が
あ
つ
た
。
彼
は
色
々
の
事
情
か
ら
、
此
夏
そ
の
条
件
を
履
行
し
な
か
つ
た
た

　
め
に
、
彼
の
父
は
既
に
感
情
を
害
し
て
ゐ
た
。
】

　回
、
第
七
章
の
、
評
釈
①
、
参
照
。

第
　
十
　
五
　
章

同
山
巴
大
正
五
年
（
三
六
年
）
六
月
古
・
「
東
京
朝
日
新
聞
」
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五年
二
九
一
六
年
）
六
月
九
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
ロ
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

①
【
西
洋
流
の
レ
タ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
使
ひ
つ
け
た
彼
は
、
机
の
抽
斗
か
ら
ラ
土
ン
ダ
ー
色
の
紙
と
封
筒
と
を
取
り
出
し
て
、
其
紙
の
上
へ

　
万年
筆
で
何
心
な
く
二
三
行
書
き
か
け
た
時
、
不
図
気
が
つ
い
た
。
】

　H
、
①
、
第
三
十
九
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　〈
「
病
院
へ
持
つ
て
行
く
も
の
を
纏
め
な
く
つ
ち
や
」

　
津
田

の言
葉
と
共
に
、
お
延
は
す
ぐ
自
分
の
後
に
あ
る
戸
棚
を
開
け
た
。



　

「此
所
に持
へ
て
あ
る
か
ら
一
寸
見
て
頂
戴
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
（
中
略
）
　
鞄
の
中
か
ら
は
、
楊
枝
だ
の
歯
磨
粉
だ
の
、
使
ひ
つ
け
た
ラ
ヱ
ン
ダ
ー
色
の
書
翰
用
紙
だ
の
、
同
じ
色
の
封
筒
だ
の
、
万

年筆
だ
の
、
小
さ
い
鋏
だ
の
、
毛
抜
だ
の
が
雑
然
と
現
は
れ
た
。
∨

　②
、
第
百
二
十
二
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
〈

彼
は床
の
上
に
置
か
れ
た
小
型
の
化
粧
箱
を
取
り
除
け
て
、
其
下
か
ら
例
の
レ
タ
ー
ペ
ー
パ
ー
と
同
じ
ラ
ゴ
ン
ダ
ー
色
の
封
筒
を
引

き
抜
く
や
否
や
、
す
ぐ
万
年
筆
を
走
ら
せ
た
。
〉

　③
、
第
十
九
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
〈
お

延は
手
早
く
包
紙
を
解
い
て
、
中
か
ら
紅
茶
の
罐
と
、
麺
麹
と
牛
酪
を
取
り
出
し
た
。

　
「お
や
く
是
召
し
や
が
る
の
。
そ
ん
な
ら
時
を
取
り
に
御
遣
り
に
な
れ
ば
可
い
の
に
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

「な
に
彼
奴
ぢ
や
分
ら
な
い
。
何
を
買
つ
て
来
る
か
知
れ
や
し
な
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
9

　や
が
て

好
い

香
の
す
る
い
い
灸
い
と
濃
い
け
む
り
を
立
て
る
ウ
ー
ロ
ン
茶
と
が
お
延
の
手
で
用
意
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
朝飯
と
も
午
飯
と
も
片
の
つ
か
な
い
、
極
め
て
単
純
な
西
洋
流
の
食
事
を
済
ま
し
た
後
で
、
津
田
は
独
り
ご
と
の
や
う
に
云
つ
た
。
〉

　④
、
第
百
四
十
一
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　〈
こ
と
に
自
己
の
快
楽
を
人
間
の
主
題
に
し
て
生
活
し
よ
う
と
す
る
津
田
に
は
滅
多
に
な
い
眺
へ
向
き
の
機
会
で
あ
つ
た
。
〉

　
津
田
は
、
自
己
の
「
嗜
好
」
「
価
値
観
」
が
、
決
ま
っ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
「
西
洋
的
」
で
あ
り
、
「
ナ
ウ
」
い
。
「
自
己
の
快
楽
を
人
間

の

主
題
に
し
て
生
活
し
よ
う
と
す
る
津
田
」
の
、
西
洋
流
の
「
趣
向
」
が
、
使
い
つ
け
た
「
ラ
ゴ
ン
ダ
ー
色
の
レ
タ
ー
ペ
ー
パ
ー
」
と
、

「ラ
ゴ
ン
ダ
ー
色
の
封
筒
」
に
、
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

　
第十
五
章
、
小
説
の
、
「
第
二
日
目
」
（
木
曜
日
）
が
、
終
わ
る
。



第
　
十
　
六
　
章

同
口
凹
大
正
五
年
（
一
九
ニ
ハ
年
ニ
ハ
月
＋
百
・
「
東
京
朝
日
新
聞
」

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五年
二
九
一
六
年
）
六
月
十
　
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」

　
第十
六
章
、
小
説
の
、
「
第
三
日
目
」
（
金
曜
日
）
が
、
始
ま
る
。

①
【
「
お
い
君
、
お
父
さ
ん
は
近
頃
何
う
し
た
ね
。
相
変
ら
ず
お
丈
夫
か
ね
」

　
振り
返
つ
た
津
田
の
鼻
を
葉
巻
の
好
い
香
が
急
に
冒
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
へえ
、
有
難
う
、
お
陰
さ
ま
で
達
者
で
御
座
い
ま
す
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

「大
方
詩
でも
作
つ
て
遊
ん
で
る
ん
だ
ら
う
。
気
楽
で
好
い
ね
。
昨
タ
も
岡
本
と
或
所
で
落
ち
合
つ
て
、
君
の
お
父
さ
ん
の
噂
を
し
た

　
がね
。
　
　
（
中
　
略
）
　
」
】

　回
、
第
九
章
の
、
評
釈
②
、
参
照
。



第　
十
　
七
　
章

同
U
巴
大
正
五
年
（
一
九
ニ
ハ
年
ニ
ハ
月
士
一
百
・
「
東
京
朝
日
新
聞
」

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五
年

二
九
一
六
年
）
六
月
十
一
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」

①
【此
陰
気な
一
群
の
人
々
は
、
殆
ん
ど
例
外
な
し
に
似
た
り
寄
つ
た
り
の
過
去
を
有
つ
て
ゐ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
彼
等
は
斯
う

　し
て
暗
い
控
室
の
中
で
、
静
か
に
自
分
の
順
番
の
来
る
の
を
待
つ
て
ゐ
る
間
に
、
寧
ろ
華
や
か
に
彩
ら
れ
た
そ
の
過
去
の
断
片
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　に
、
急
に
黒
い
影
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
1

　9
、
津
田
が
、
入
院
加
療
し
よ
う
と
す
る
医
院
は
、
「
性
病
院
」
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　第
十
二
章
の
、
評
釈
②
、
参
照
。

　⇔
、
加
藤
二
郎
の
、
〈
『
明
暗
』
論
－
津
田
と
清
子
1
＞
（
『
文
学
』
第
5
6
巻
第
4
号
、
岩
波
書
店
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
年
）

四月
）
に
、
次
の
見
解
が
、
あ
る
。

　〈
『
明
暗
』
に
於
て
漱
石
は
性
病
院
と
い
う
も
の
を
作
品
の
主
な
場
所
と
し
て
設
定
し
て
お
り
、
　
　
（
中
　
略
）
　
近
代
の
文
学
に
於
て

性
病
院
と
い
う
様
な
場
所
が
文
学
の
主
な
場
と
さ
れ
る
と
い
う
様
な
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
結
核
療
養
所
が
文
学
の
場
と

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
堀
辰
雄
等
を
典
型
と
す
る
特
有
の
拝
情
文
芸
が
産
み
出
さ
れ
る
と
い
う
様
な
こ
と
は
あ
っ
た
。
漱
石
に
於
て
も
結
核
は
、

『明暗
』
の
津
田
に
あ
っ
て
も
彼
の
痔
疾
の
「
結
核
性
」
の
有
無
が
極
度
の
畏
怖
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
様
な
事
情
等
は
あ
る
。



併し
漱
石
は
結
核
を
作
品
の
主
な
主
題
と
す
る
こ
と
は
な
く
、
『
明
暗
』
の
場
は
性
病
院
と
い
う
様
な
所
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
漱
石
の
意
識
に
、
小
林
の
シ
ニ
シ
ズ
ム
の
所
謂
「
一
体
芸
者
と
貴
婦
人
と
は
何
所
が
何
う
違
ふ
ん
だ
」
と
さ
れ
た
様
な
、
そ
う
し
た

風
俗を
現
出
し
つ
つ
あ
っ
た
大
正
期
に
入
っ
た
近
代
日
本
総
体
の
い
わ
ば
生
理
へ
の
問
、
そ
れ
が
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

人間
の
開
か
れ
た
関
係
性
へ
の
問
が
漱
石
の
根
本
の
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
『
明
暗
』
の
場
と
も
か
か
わ
る
筈
で
あ
り
、
結

核
の

治
癒
可能
と
い
う
そ
の
後
の
病
理
史
の
展
開
は
、
結
核
を
文
学
の
主
題
と
し
な
か
っ
た
漱
石
の
選
択
が
結
果
的
に
も
正
し
か
っ
た
こ

と
を
語
る
も
の
と
言
え
る
。
堀
辰
雄
等
の
文
学
を
可
能
と
し
た
も
の
、
従
っ
て
そ
の
拝
情
の
性
格
を
規
定
し
た
も
の
が
、
結
核
と
い
う
病

そ
の
も
の
の
社
会
的
な
隔
離
性
乃
至
は
閉
鎖
性
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
思
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
『
明
暗
』
の
場
と
し
て
の
性
病
院
、

近代
の
日
本
社
会
の
生
理
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
無
論
単
に
限
定
的
な
意
味
で
の
そ
れ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
政
治
的
・
経
済
的
・
文

化的
そ
の
他
様
々
の
人
間
的
営
為
の
総
体
に
於
け
る
、
象
徴
性
を
帯
び
た
も
の
と
し
て
の
そ
れ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
し
た
課
題
性
　
　
　
　
一

を
津
田
・
お
延
・
清
子
・
小
林
等
々
の
人
物
の
相
互
性
の
内
に
問
お
う
と
し
た
作
品
『
明
暗
』
の
未
完
結
は
、
寧
ろ
そ
の
こ
と
自
体
に
於
　
　
　
6
2

て
、
近
・
現
代
の
日
本
の
歴
史
的
社
会
的
な
時
熟
と
成
熟
と
へ
の
試
金
石
と
し
て
、
そ
の
存
在
意
義
を
発
揮
し
続
け
て
来
た
と
も
言
え
る
　
　
　
　
【

様
に
思
わ
れ
る
。
（
勺
゜
旨
ト
。
）
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

②
【
津
田
は
長
椅
子
の
肘
掛
に
腕
を
載
せ
て
手
を
額
に
中
て
た
。
彼
は
黙
箒
を
神
に
捧
げ
る
や
う
な
此
姿
勢
の
も
と
に
、
彼
が
去
年
の
暮

　
以来
此
医
者
の
家
で
思
ひ
掛
な
く
会
つ
た
一
一
人
の
男
の
事
を
考
へ
た
。
】

　回
、
①
、
第
七
十
八
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　〈
彼
女
は
手
紙
を
巻
い
た
。
さ
う
し
て
心
の
中
で
そ
れ
を
受
取
る
父
母
に
断
つ
た
。

　
「
こ
の
手
紙
に
書
い
て
あ
る
事
は
、
何
処
か
ら
何
処
迄
本
当
で
す
。
嘘
や
、
気
休
め
や
、
誇
張
は
、
一
字
も
あ
り
ま
せ
ん
。
　
（
中
略
）

私
が
あ
な
た
方
を
安
心
さ
せ
る
た
め
に
、
わ
ざ
と
欺
騙
の
手
紙
を
書
い
た
の
だ
と
い
ふ
も
の
が
あ
つ
た
な
ら
、
其
人
は
眼
の
明
い
た
盲
人



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

です
。
其
人
こ
そ
嘘
吐
で
す
。
ど
う
ぞ
此
手
紙
を
上
げ
る
私
を
信
用
し
て
下
さ
い
。
神
様
は
既
に
信
用
し
て
ゐ
ら
つ
し
や
る
の
で
す
か
ら
」

　
お

延は
封
書
を
枕
元
へ
置
い
て
媒
た
。
〉

　
前
作

『道草
』
と
比
較
し
て
、
『
明
暗
』
に
は
、
「
神
」
と
い
う
表
現
は
、
少
な
い
。

　

『明暗
』
に
於
い
て
、
「
神
」
と
い
う
言
葉
が
現
れ
る
の
は
、
津
田
（
第
十
七
章
）
に
一
回
と
、
お
延
（
第
七
十
八
章
）
に
一
回
の
、
合
わ

せて
、
二
回
の
み
で
あ
る
。

　②
、
〈
『
道
草
』
か
ら
『
明
暗
』
へ
∨
（
「
［
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
日
本
文
学
1
4
『
夏
目
漱
石
』
」
、
学
生
社
、
昭
和
五
十
年
二
九
七
五
年
）
十

一月
）
に
、
佐
藤
泰
正
の
、
次
の
発
言
が
、
あ
る
。

　
〈

佐藤
　
高
木
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
神
と
い
う
問
題
が
『
明
暗
』
で
二
か
所
だ
け
出
ま
す
。
一
つ
は
、
例
の
医
院
の
待
合
室

で
、
神
に
祈
る
よ
う
な
う
つ
む
い
た
姿
で
い
る
津
田
。
も
う
一
つ
は
、
お
延
が
両
親
に
書
く
手
紙
で
、
私
と
津
田
は
一
生
懸
命
、
幸
福
に
　
　
　
一

や
っ

て

いま
す
よ
。
こ
の
、
手
紙
を
上
げ
る
私
を
信
用
し
て
下
さ
い
。
神
様
は
す
で
に
信
用
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
ら
と
い
う
、
　
　
　
6
3

あ
そ
こ
で
神
を
持
ち
出
す
漱
石
と
い
う
の
に
、
私
は
お
延
に
対
す
る
い
と
し
み
を
感
じ
ま
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　高
木
　
非
常
に
す
な
お
に
出
し
ま
し
た
ね
。

　
佐藤
　
津
田
と
い
う
の
は
、
あ
と
で
闇
の
中
を
ひ
と
り
温
泉
場
に
向
か
う
、
あ
の
深
い
不
安
の
場
面
が
出
て
く
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、

病
院
の
待
合
室
で
神
に
祈
る
が
ご
と
き
と
い
う
の
は
、
暗
い
舞
台
で
、
そ
こ
だ
け
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
す
う
っ
と
当
た
っ
て
い
る
。
ま
わ

り
は
深
い
闇
、
お
延
は
明
る
い
書
き
割
り
の
前
で
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
け
な
げ
さ
、
限
界
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
明
暗
と
い
う

か神
の
出
て
く
る
こ
の
ふ
た
つ
は
非
常
に
対
照
的
で
す
ね
。
あ
れ
を
教
え
て
お
り
ま
し
て
、
学
生
も
あ
の
二
つ
の
対
照
に
目
を
と
め
ま
し

て
、
な
る
ほ
ど
な
と
…
…
。
（
勺
N
O
N
）
〉

③
【
他
の
一
人
は
友
達
で
あ
つ
た
。
是
は
津
田
が
自
分
と
同
性
質
の
病
気
に
罹
つ
て
ゐ
る
も
の
と
思
ひ
込
ん
で
、
向
ふ
か
ら
平
気
に
声
を



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ッ
ク
ス
　
ラ
プ

　
掛け
た
。
彼
等
は
其
時
二
人
一
所
に
医
者
の
門
を
出
て
、
晩
飯
を
食
ひ
な
が
ら
、
性
と
愛
と
い
ふ
問
題
に
就
い
て
六
つ
か
し
い
蹴
論
を

　し
た
。
】

　O
、
「
性
」
に
、
「
セ
ツ
ク
ス
」
と
、
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
箇
所
、
第
二
十
五
章
に
も
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
〈
四十
の
上
を
も
う
三
つ
か
四
つ
越
し
た
此
叔
母
の
態
度
に
は
、
殆
ん
ど
愛
想
と
い
ふ
も
の
が
な
か
つ
た
。
其
代
り
時
と
場
合
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ッ
ク
ス

と
世
間
並
の
遠
慮
を
超
越
し
た
自
然
が
出
た
。
其
申
に
は
殆
ん
ど
性
の
感
じ
を
離
れ
た
自
然
さ
へ
あ
つ
た
。
津
田
は
何
時
で
も
此
叔
母
と

吉川
の
細
君
と
を
腹
の
中
で
比
較
し
た
。
さ
う
し
て
何
時
で
も
其
相
違
に
驚
ろ
い
た
。
同
じ
女
、
し
か
も
年
齢
の
さ
う
違
は
な
い
二
人
の

女が
、
何
う
し
て
斯
ん
な
に
違
つ
た
感
じ
を
他
に
与
へ
る
事
が
出
来
る
か
と
い
ふ
の
が
、
第
一
の
疑
問
で
あ
つ
た
。

　

「
叔
母さ
ん
は
相
変
ら
ず
色
気
が
な
い
な
」

　
「此
年
齢
に
な
つ
て
色
気
が
あ
つ
ち
や
気
狂
だ
わ
」
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
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　⇔、
①
、
荒
正
人
の
、
〈
注
解
∨
（
『
漱
石
文
学
全
集
』
第
9
巻
、
集
英
社
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
年
）
十
二
月
）
に
、
次
の
注
解
　
　
　
一

が
、
あ
る
。

　
〈

愛
に

「ラ
ブ
」
と
振
り
仮
名
を
付
け
る
こ
と
は
、
明
治
時
代
か
ら
珍
し
く
な
か
っ
た
が
、
性
に
「
セ
ッ
ク
ス
」
と
振
り
仮
名
を
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ッ
ク
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ク
ス

る
の
は
、
当
時
と
し
て
は
新
し
か
っ
た
。
　
　
（
中
略
）
　
「
性
」
は
、
大
江
健
三
郎
が
「
性
」
と
フ
ラ
ン
ス
語
表
記
を
使
っ
た
と
き
に

似て
、
新
鮮
な
感
じ
を
与
え
た
。
な
お
、
当
時
の
思
想
と
し
て
は
、
性
と
愛
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
余
り
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
（
㊥
゜
べ
o
。
O
）
〉

　②
、
十
川
信
介
の
、
〈
注
解
〉
（
『
漱
石
全
集
』
第
H
巻
、
岩
波
書
店
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
十
一
月
）
に
、
次
の
注
解
が
、
あ
る
。

　
〈な
お
原
稿
で
は
、
こ
の
部
分
の
表
記
は
ま
ず
「
セ
ツ
ク
ス
と
ラ
ブ
」
と
書
か
れ
、
次
い
で
左
側
に
漢
字
が
添
え
ら
れ
て
片
仮
名
が
傍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ツ
ク
ス

訓
に

変え
ら
れ
て
い
る
（
図
）
。
「
セ
ツ
ク
ス
」
と
い
う
ル
ビ
は
、
た
と
え
ば
坪
内
遣
遥
『
当
世
書
生
気
質
』
（
明
治
十
八
年
）
に
「
情
慾
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ツ
ク
ス

野
上臼
川
「
結
婚
の
進
化
」
（
『
中
央
公
論
』
大
正
四
年
十
月
）
に
「
性
」
な
ど
が
あ
る
。
（
勺
゜
き
N
）
〉



　⇔
、
〈
『
道
草
』
か
ら
『
明
暗
』
へ
〉
（
「
［
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
日
本
文
学
1
4
『
夏
目
漱
石
』
」
、
学
生
社
、
昭
和
五
十
年
二
九
七
五
年
）
十

一月
）
に
、
相
原
和
邦
の
、
次
の
発
言
が
、
あ
る
。

　
〈

相
原　
愛
と
い
う
こ
と
ば
だ
け
で
『
明
暗
』
を
つ
か
ま
え
て
い
く
と
、
逃
げ
る
も
の
が
あ
る
。
確
か
に
漱
石
文
学
の
一
貫
し
た
テ
ー

マと
し
て
の
愛
の
問
題
も
出
て
い
る
け
れ
ど
も
、
『
道
草
』
あ
た
り
か
ら
さ
ら
に
生
理
の
問
題
が
出
て
き
ま
す
。
『
道
草
』
の
お
住
と
い
う

の
は
、
愛
の
希
求
の
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
、
出
産
と
か
、
病
気
と
か
い
う
場
面
で
彼
女
の
持
つ
生
理
的
な
も
の
が
見
つ
め
ら
れ
て
い
ま

すね
。

　
平
岡　
　
『
行
人
』
で
セ
ッ
ク
ス
の
問
題
が
出
て
い
る
。

　
相
原　
「
手
触
を
挑
む
や
う
な
柔
ら
か
さ
…
…
」
。
あ
そ
こ
ら
か
ら
出
て
き
て
、
『
明
暗
』
で
は
津
田
が
議
論
す
る
と
き
に
、
「
セ
ッ
ク
ス

と
ラ
ブ
の
問
題
」
…
…
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
平岡
　
そ
れ
が
関
、
清
子
の
夫
な
ん
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
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　相
原　
ラ
ブ
の
問
題
と
同
時
に
セ
ッ
ク
ス
の
問
題
が
出
て
い
る
。
そ
こ
に
新
し
い
点
が
あ
る
。
近
代
文
学
に
お
け
る
男
女
の
問
題
を
大
　
　
　
一

き
く
愛
の
文
学
で
く
く
る
と
す
れ
ば
戦
後
の
現
代
文
学
は
総
じ
て
セ
ッ
ク
ス
の
文
学
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
大
ざ
っ
ぱ
に

言
っ
て
、
愛
か
ら
性
の
問
題
へ
移
っ
て
い
く
端
緒
の
問
題
が
あ
そ
こ
か
ら
出
て
き
て
い
る
。
と
も
す
る
と
古
臭
い
道
学
者
的
側
面
の
み
を

強
調
さ
れ
る
漱
石
の
晩
年
の
文
学
に
、
早
く
も
き
わ
め
て
現
代
的
な
要
素
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。

（
勺
゜
一
㊤
一
）
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

④
【妹
婿
の事
は
一
時
の
驚
ろ
き
丈
で
、
大
し
た
影
響
も
な
く
済
ん
だ
が
、
そ
れ
ぎ
り
で
後
の
な
さ
さ
う
に
思
へ
た
友
達
と
彼
と
の
間
に

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　

　は
、
其
後
異
常
な
結
果
が
生
れ
た
。

　
　
其
時
の
友

達
の
言
葉と
今
の
友
達
の
境
遇
と
を
連
結
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
津
田
は
、
突
然
衝
撃
を
受
け
た
人
の
や
う



　に
、
眼
を
開
い
て
額
か
ら
手
を
放
し
た
。
】

　H
、
第
百
四
十
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
〈夫
人
は
津
田
の
た
め
に
親
切
な
説
明
を
加
へ
て
呉
れ
た
。
彼
女
の
云
ふ
所
に
よ
る
と
、
目
的
の
人
は
静
養
の
た
め
、
当
分
其
所
に
逗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
り

留
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
た
。
夫
人
は
何
で
静
養
が
其
人
に
必
要
で
あ
る
か
を
さ
へ
知
つ
て
ゐ
た
。
流
産
後
の
身
体
を
回
復
す
る
の
が
主
眼

だ
と
云
つ
て
聴
か
せ
た
夫
人
は
、
津
田
を
見
て
意
味
あ
り
げ
に
微
笑
し
た
。
〉

　⇔
、
こ
の
「
友
達
」
を
、
津
田
の
、
曾
て
の
恋
人
・
清
子
の
、
夫
・
「
関
」
と
す
る
説
が
、
早
く
か
ら
あ
る
。

　①
、
岡
崎
義
恵
の
、
〈
「
明
暗
」
「
硝
子
戸
の
中
」
の
女
〉
（
『
漱
石
と
微
笑
』
、
生
活
社
、
昭
和
二
十
二
年
二
九
四
七
年
）
三
月
）
に
、

次
の

指摘
が
、
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
〈関
に
つ
い
て
は
何
等
記
述
さ
れ
る
所
が
な
い
が
、
津
田
が
通
つ
て
ゐ
た
病
院
の
待
合
室
で
、
一
人
の
旧
友
に
逢
ひ
、
晩
飯
を
食
ひ
な
　
　
　
6
6

がら
、
性
と
愛
と
い
ふ
問
題
に
つ
い
て
む
つ
か
し
い
議
論
を
し
た
と
い
ふ
こ
と
が
第
十
七
章
に
描
か
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
友
と
津
田
は
異
常
　
　
　
一

な関
係
を
生
じ
、
そ
の
友
の
言
葉
と
境
遇
と
を
結
び
つ
け
て
考
へ
る
と
或
衝
撃
を
受
け
た
と
い
ふ
。
こ
の
友
が
関
の
こ
と
で
は
な
い
か
と

云
ふ
説
があ
る
。
若
し
こ
の
男
が
関
で
、
そ
れ
が
悪
い
病
気
の
為
に
こ
の
病
院
に
来
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
清
子
の
湯
治
も
悪
疾
の
伝
染
し

た

為
であ
る
か
も
知
れ
ず
、
関
の
不
道
徳
な
生
活
も
想
像
さ
れ
、
（
勺
゜
一
q
⊃
』
）
〉

　②
、
内
田
道
雄
の
、
〈
『
明
暗
』
〉
（
『
日
本
近
代
文
学
』
第
5
集
、
三
省
堂
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
年
）
十
一
月
）
に
、
次
の
指
摘

が
、
あ
る
。

　
〈
こ
の
関
な
る
人
物
に
つ
い
て
清
子
は
、
「
朝
か
ら
晩
迄
忙
が
し
さ
う
に
し
て
」
働
い
て
い
る
気
の
毒
な
人
間
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
（
百

八
十
八
）
。
そ
の
語
り
口
に
は
清
子
の
夫
へ
の
関
与
の
仕
方
の
特
徴
は
十
分
に
は
匂
っ
て
来
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
「
十
七
」
で
、
津
田
が
小
林

医院
（
こ
れ
は
、
津
田
の
よ
う
な
病
気
の
他
、
性
病
科
を
兼
ね
た
病
院
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
）
で
、
且
て
そ
こ
で
出
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
物



と
し
て
回
想
す
る
二
人
の
男
の
中
の
一
人
が
関
で
あ
る
と
い
う
推
定
（
岡
崎
義
恵
『
漱
石
と
微
笑
』
）
が
、
僕
に
は
確
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
二
人
の
中
の
他
が
妹
婿
の
堀
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
「
妹
婿
の
事
は
一
時
の
驚
ろ
き
丈
で
、
大
し
た
影
響
も
な
く
済
ん
だ

が
、
そ
れ
ぎ
り
で
後
の
な
さ
さ
う
に
思
へ
た
友
達
と
彼
と
の
間
に
は
、
其
後
異
常
な
結
果
が
生
れ
た
。
其
時
の
友
達
の
言
葉
と
今
の
友
達

の

境
遇と
を
連
結
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
津
田
は
、
突
然
衝
撃
を
受
け
た
人
の
や
う
に
、
眼
を
開
い
て
額
か
ら
手
を
放
し
た
。
」

と
い
う
書
き
ぶ
り
に
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
書
き
方
は
清
子
に
か
か
わ
り
の
あ
る
人
物
を
指
し
示
す
以
外
に
は
考
え
ら
れ

な
い
重
大
な
意
味
付
け
で
あ
る
。
（
℃
°
べ
ひ
）
∨

第
　
十
　
八
　
章

一
6
7一

同
川
巴
大
正
五
年
二
九
ニ
ハ
年
）
六
月
＋
四
日
・
「
東
京
朝
日
新
聞
」

　
　
　
　
　
　
　
大
正
五年
二
九
一
六
年
）
六
月
十
三
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

①
【彼
女は
後
ろ
向
に
な
つ
て
、
1
ね
箪
笥
の
一
番
下
の
抽
斗
か
ら
、
ネ
ル
を
ー
ね
た
銘
仙
の
橿
抱
を
出
し
て
夫
の
前
へ
置
い
た
。

　
　
＝
寸
着
て
見
て
頂
戴
。
ま
だ
圧
が
好
く
利
い
て
ゐ
な
い
か
も
知
れ
な
い
け
ど
も
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
　
津田
は
姻
に
巻
か
れ
た
や
う
な
顔
を
し
て
、
黒
八
丈
の
襟
の
か
・
つ
た
荒
い
竪
縞
の
禍
抱
を
見
守
も
つ
た
。
そ
れ
は
自
分
の
買
つ
た



晶
で
も
な
け
れ
ば
、
持
へ
て
呉
れ
と
眺
へ
た
物
で
も
な
か
つ
た
。

　

「
何う
し
た
ん
だ
い
。
是
は
」

　

「
椿え
た
の
よ
。
貴
方
が
病
院
へ
入
る
時
の
用
心
に
。
あ
・
い
ふ
所
で
、
あ
ん
ま
り
変
な
服
装
を
し
て
ゐ
る
の
は
見
つ
と
も
な
い
か

ら
」

　

「
何
時
の間
に
椿
へ
た
の
か
ね
」

　
彼
が
手
術
のた
め
一
週
間
ば
か
り
家
を
空
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
つ
て
、
其
訳
を
お
延
に
話
し
た
の
は
、
つ
い
二
三
日
前
の
事

であ
つ
た
。
其
上
彼
は
そ
の
日
か
ら
今
日
に
至
る
迄
、
つ
い
ぞ
針
を
持
つ
て
裁
物
板
の
前
に
坐
つ
た
細
君
の
姿
を
見
た
事
が
な
か
つ
た
。

彼は
不
思
鰻
の
感
に
打
た
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
お
延
は
又
夫
の
此
驚
き
を
恰
も
自
分
の
労
力
に
対
す
る
報
酬
の
如
く
に
眺
め
た
。

さ
う
し
て
わ
ざ
と
脱
明
も
何
も
加
へ
な
か
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

「布
は
買
つ
た
の
か
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
8

　
「い・
え
、
是
あ
た
し
の
御
古
よ
。
此
冬
着
や
う
と
思
つ
て
、
洗
張
を
し
た
儘
仕
立
て
ず
に
仕
舞
つ
と
い
た
の
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
成

程若
い
女
の
着
る
柄
丈
に
、
縞
が
た
∨
荒
い
ば
か
り
で
な
く
、
色
合
も
何
方
か
と
い
ふ
と
寧
ろ
派
出
過
ぎ
た
。
】

回
、
「
良
き
妻
」
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
る
、
「
け
な
げ
」
な
お
延
が
、
居
る
。

①
、
第
百
五
十
三
章
、
「
退
院
の
日
の
会
話
」
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

く
「
今
度
は
お
前
の
持
へ
て
呉
れ
た
組
抱
で
助
か
つ
た
よ
。
綿
が
新
ら
し
い
所
為
か
大
変
着
心
地
が
好
い
ね
」

お

延
は

笑
ひな
が
ら
夫
を
冷
嘲
し
た
。

「
何う
な
す
つ
た
の
。
な
ん
だ
か
急
に
お
世
辞
が
旨
く
お
な
り
ね
。
だ
け
ど
、
違
つ
て
る
の
よ
、
貴
方
の
鑑
定
は
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
お

延は
問
題
の
組
抱
を
畳
み
な
が
ら
、
新
ら
し
い
綿
ば
か
り
を
入
れ
な
か
つ
た
事
実
を
夫
に
白
状
し
た
。
　
　
（
中
略
）

「お

気
に
召
し
た
ら
ど
う
ぞ
温
泉
へ
も
持
つ
て
入
ら
し
つ
て
下
さ
い
」



　

「さ
う
し
て
時
々
お
前
の
親
切
で
も
思
ひ
出
す
か
な
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　

「
然し
宿
屋
で
貸
し
て
呉
れ
る
組
抱
の
方
が
ず
つ
と
可
か
つ
た
り
何
か
す
る
と
、
い
〉
恥
つ
掻
き
ね
、
あ
た
し
の
方
は
」

　

「そ
ん
な
事
は
な
い
よ
」

　

「いえ
あ
る
の
よ
。
品
質
が
悪
い
と
何
う
し
て
も
損
ね
、
さ
う
い
ふ
時
に
は
。
親
切
な
ん
か
す
ぐ
何
処
か
へ
飛
ん
で
つ
ち
ま
ふ
ん
だ
か

ら
」

　
無
邪
気な
お
延
の
言
葉
は
、
彼
女
の
意
味
す
る
通
り
の
単
純
さ
で
津
田
の
耳
へ
は
響
か
な
か
つ
た
。
其
所
に
は
一
種
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

顛
動し
て
ゐ
た
。
組
抱
は
何
か
の
象
徴
で
あ
る
ら
し
く
受
け
取
れ
た
。
多
少
気
味
の
悪
く
な
つ
た
津
田
は
、
お
延
に
背
中
を
向
け
た
儘
で
、

兵
児帯
の
先
を
こ
ま
結
び
に
結
ん
だ
。
〉

　②
、
第
百
七
十
七
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　〈
彼
は
煙
草
へ
火
を
点
け
よ
う
と
し
て
枕
元
に
あ
る
燐
寸
を
取
つ
た
。
其
時
袖
畳
み
に
し
て
下
女
が
衣
桁
へ
掛
け
て
行
つ
た
組
抱
が
眼
　
　
　
6
9

に

入
つた
。
気
が
付
い
て
見
る
と
、
お
延
の
鞄
へ
入
れ
て
呉
れ
た
の
は
其
儘
に
し
て
、
先
刻
宿
で
出
し
た
の
を
着
た
な
り
、
自
分
は
床
の
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

中
へ
入
つ
て
ゐ
た
。
彼
は
病
院
を
出
る
時
、
新
調
の
組
抱
に
対
し
て
お
延
に
使
つ
た
お
世
辞
を
忽
ち
思
ひ
出
し
た
。
同
時
に
お
延
の
返
事

も
記
憶
の
舞
台
に
呼
び
起
さ
れ
た
。

　

「何
方
が
好
い
か
比
べ
て
御
覧
な
さ
い
」

　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
細抱
は
果
し
て
宿
の
方
が
上
等
で
あ
つ
た
。
銘
仙
と
糸
織
の
区
別
は
彼
の
眼
に
も
一
目
瞭
然
で
あ
つ
た
。
紐
抱
を
見
較
べ
る
と
共
に
、

細
君を
前
に
置
い
て
、
内
々
心
の
中
で
考
へ
た
当
時
の
事
が
再
び
意
識
の
域
上
に
現
は
れ
た
。

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　

「お
延と
清
子
」

　
独り
斯
う
云
つ
た
彼
は
忽
ち
吸
殻
を
灰
吹
の
中
へ
打
ち
込
ん
で
、
其
底
か
ら
出
る
じ
い
と
い
ふ
音
を
聴
い
た
な
り
、
す
ぐ
夜
具
を
頭
か

ら
被
つ
た
。
〉



　⇔
、
①
、
唐
木
順
三
の
、
〈
『
明
暗
』
論
〉
（
『
夏
目
漱
石
』
所
収
、
国
際
日
本
研
究
所
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
年
）
八
月
）
に
、

次
の指
摘
が
、
あ
る
。

　
〈

津
田
は
清
子
の
ゐ
る
温
泉
宿
で
更
に
一
人
で
反
省
し
て
み
る
。
こ
の
ま
ま
で
ゐ
る
か
一
歩
ふ
み
だ
す
か
。
さ
う
し
て
そ
れ
は
延
子
の

も
た
せ
て
よ
こ
し
た
福
抱
と
宿
の
そ
れ
と
を
比
べ
て
み
る
事
か
ら
、
清
子
と
延
子
と
を
比
較
し
始
め
る
。
宿
の
裡
抱
の
方
が
上
等
で
あ
る

と
い
ふ
結
論
は
津
田
に
と
つ
て
は
た
だ
な
ら
ぬ
も
の
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
（
勺
゜
＝
O
）
〉

②
、
〈
鼎
談
〉
（
「
漱
石
作
品
論
集
成
・
第
1
2
巻
『
明
暗
ヒ
、
桜
楓
社
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）
十
一
月
）
に
、
藤
井
淑
禎
の
、
次
の

発言
が
、
あ
る
。

　
〈

唐
木さ
ん
の
で
「
橿
抱
」
が
出
て
く
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
、
要
す
る
に
、
延
子
が
も
た
せ
た
禍
抱
よ
り
も
、
宿
の
橿
抱
の
ほ
う

が

上等
で
あ
る
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
「
宿
の
橿
抱
の
方
が
上
等
で
あ
る
と
い
ふ
結
論
は
津
田
に
と
つ
て
は
た
だ
な
ら
ぬ
も
の
を
意
味
し
て
　
　
　
一

ゐ
る
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
と
て
も
セ
ン
ス
の
あ
る
面
白
い
指
摘
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
が
あ
ん
ま
り
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
な
く
　
　
　
7
0

て
、
も
っ
と
こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
く
と
、
批
評
家
や
研
究
者
の
書
く
論
文
と
い
う
も
の
も
面
白
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
　
　
　
　
一

思う
の
で
す
け
ど
。
（
廿
ω
“
⊃
ω
）
〉

　
第
十
八章
、
小
説
の
、
「
第
三
日
目
」
（
金
曜
日
）
が
、
終
わ
る
。

附
記　
一
、
『
明
暗
』
本
文
中
、
o
印
は
鳥
井
。

　
　

　
一
、
『
明
暗
』
本
文
の
引
用
は
、
岩
波
書
店
刊
『
「
漱
石
全
集
」
第
七
巻
・
明
暗
』
（
昭
和
四
十
一
年
六
月
二
十
三
日
第
一
刷
発
行
昭
和
五
十
年
六
月
　
　
九
日
第
二
刷
発
行
）

　
　
　
　
に拠
っ
た
。
但
し
、
旧
字
は
、
新
字
に
改
め
た
。



（平
成
十
年
九月
二
十
八
日
）
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